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　新年明けましておめでとうございます。平成２１年の新年を迎え、謹んでお慶び申し
上げます。

　昨年は、上半期、歴史的な資源高が進み、原材料の高騰による収益圧迫と価格転嫁が大
きな課題でありましたが、下半期は、一転して資源価格は急落し、また世界的な景気後退
による需要の急減に悩むとてもめまぐるしい年でした。資源高の中において、資源メジャー
の買収・合併を巡る議論があり、またレアメタルの供給の脆弱性が危機感を持って注目
されるなど、資源の安定確保が国家の重要課題であることが再認識されました。

　現下の経済環境は、「１００年に一度」と言われる厳しい状況ですが、守りを固めるこ
とに全力を上げつつも、将来に備えた布石をしっかり打っておく攻めの活動にも注力す
る一年とすべきと認識しております。

　経済産業省としましては、中小企業等への金融面の緊急支援を迅速・着実に行うとと
もに、生産性の向上、研究開発、産学連携、次世代人材育成、省エネ・新エネ、資源確保など
に対する施策の拡充を図ることを通じて、攻めの事業再構築への支援を行っていくこと
としております。

　非鉄金属産業、セラミックス産業は、我が国の競争力を支えてきた高付加価値の材料
を開発し生産する力を有しています。こうした「素材・部材の強み」に期待されるところ
は引き続き大きく、また強く訴求していくべきものであると認識しております。国内の
みならず海外市場をも明確に視野に入れ、非鉄金属、セラミックスのバリューチェーン
の場面場面での存在感を高め、潜在的な力を具体化していくことが求められます。

　特に、本年は、環境エネルギー問題が、政策課題としてだけではなく、事業戦略上の課
題としても、これまでにも増して強く意識される年となると思われることから、非鉄金
属やセラミックスにとっては、環境性能を活かした適用領域の拡大に取り組むことが必
要になります。非鉄金属やセラミックスが持つ軽量性、電気的特性、伝熱性、リサイクル
性などの特性を活かした製品を提供していくことは、時代の要請でもあります。求めら
れる環境エネルギー問題への対応において、多種多様な魅力ある特性を具現化し、有効
な解決策を提案していくことが期待されています。
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事業報告事業報告

Japan Fine Ceramics CenterTAKE OFFTAKE OFF

　例えば自動車の軽量化による燃費向上といった、使用段階での省エネ効果への材料の貢献がますます重要視される
ようになります。また、太陽光発電、燃料電池、大容量蓄電池、超電導などの新エネ・省エネ関連の技術開発に一層力が
注がれていきますが、機能向上を実現するために不可欠の材料として、非鉄金属材料、セラミックス材料の適用の場は
広がっていくことでしょう。もちろん、素材間競争も激しさを増しますが、材料に対するニーズをいち早く具体的な技
術課題として把握し、材料創成や成型加工に関する技術力と結びつけることによって、非鉄金属産業、セラミックス産
業の確固たる地位を確保するチャンスだと考えます。

　地球環境問題については、エネルギーの使用者としての取組みに、引き続き力をいれていただくことが必要です。温
暖化防止に係る自主行動計画への取組みについては、昨年特別な評価を受けた電線業界を始めとして、非鉄金属業界
は高い評価を受けておりますが、引き続き製造工程の省エネ等に鋭意取り組むことが期待されています。地球環境問
題が我々に与える課題は、予想を遥かに超える厳しいものであり、産業界に対しても一層の努力が求められています。

　また、業界を挙げて取り組んでおられる人材確保・育成については、更に力を注ぐことが重要です。学生の理科離れ
が叫ばれる中、これまでに培った高い技術を次世代に継承し、国際競争力を維持していくためには、将来を担う人材の
確保・育成は不可欠です。非鉄金属業界においては、関連７団体により「非鉄金属ネットワーク協議会（ネット７）」が昨
年５月に発足し、学生向けに非鉄金属の魅力を分かり易くアピールするホームページ「メタルワンダーアベニュー」を
立ち上げた他、学生向けの講演会・工場見学会を実施しました。こうした取組みは高く評価されていますが、更に、面的
な広がり、立体的な深みを持ったものへと発展させていくことが必要です。業界横断的な取り組みとして、引き続き学
生の関心を喚起する活動を続けていただきたいと思います。

　非鉄金属課／ファインセラミックス室／ナノテクノロジー・材料戦略室としましては、経済の転換点と言われる今
日か
ら明るい展望を開くことができるよう、産業界の皆様と、直面する課題についてきめの細かい意見交換を通じ、ともに
解決策を考えて参りたいと思っております。

　２００９年が皆様にとって実り豊かな、または将来の実りを確かなものとする布石を打つ年となることを大いに期
待しまして、また、皆様のますますの発展を祈念しまして、新年のご挨拶といたします。

第３０回中小企業振興委員会の開催

　平成２０年１０月３０日（木）１４：００～１６：００　第３０回中小企業振興委員会を開催しました。
　議題は3件で、内容はおおよそ次のとおりです。

議題1　「中小企業振興事業について」では、ＪＦＣＣが関係する地域コンソーシアム事業紹介を含めた平成１９年度
事業実施状況、平成２０年度実施計画について報告。各委員は所属する公設試験所、地域ファインセラミックス関連団
体等の活動状況を報告し、議論しました。

議題2　「名古屋駅前イノベーションハブの事業展開について」では、（独）産業技術総合研究所　渡村信治　産学官コー
ディネータより、イノベーションハブの主な機能、ワンストップ相談窓口、交流スペースの活用について説明があり、
続いて、中部経済産業局　地域経済部　正木　朗　産業技術課長より、「中部イノベーション創出共同体形成事業」に
ついて、連携イメージ、連携機関、事業概要として共同体体制整備事業、提案型連携構築事業、研究開発環境支援事業の
説明がされました。

議題3　「東海広域ナノテクものづくりクラスター構想について」では、愛知県産業労働部新産業課　伊藤輝明　科学
技術推進室長より、知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）の概要、当地域のクラスター形成構想、地域産業振興に向けた地
域の取組についての説明がされました。
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Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

ファインセラミックスシンポジウム2008開催

　１０月１５日（水）名古屋国際会議場においてファインセラミックスシンポ
ジウム２００８を名古屋市からの受託事業「先端技術産業振興事業」の一環と
して開催しました。
　本年度は『ナノテクノロジー　実用化への新展開』と題して、第一線でご活
躍の方々に、ナノテクノロジーは一体社会に、とりわけものづくりにどのよう
に役立っているのか、材料・エレクトロニクス・サイエンスの分野で実用化に
近づいたナノテクノロジーを中心にその課題及び動向、将来への展望などを
わかりやすくご講演していただきました。企業・研究機関・官公庁等から約２
００名の方々が参加され、活発な討議が行われ、意義あるシンポジウムとする
ことができました。来年度も皆様のご希望をできるだけ取り入れるように企
画立案いたします

・ 基調講演「ナノテク材料研究のあり方」

日時：平成２０年１２月４日（木）１５：３０～１７：３０
場所：ＪＦＣＣ会議室
議題：1．ＪＦＣＣの活動状況
　　　　（１）公益法人制度改革への対応
　　　　（２）駅前イノベーションハブへの参加
　　　　（３）ナノ構造研究所の状況
　　　2．新規国プロジェクトの紹介
　　　　（１）平成２１年度提案予定テーマ
　　　　（２）平成２０年度採択テーマ
　　　3．総合ディスカッション

独立行政法人　物質・材料研究機構　　理事長　岸　　輝雄　氏

・ 講演1　「ナノカーボン研究開発の新展開」
名古屋大学　大学院理学研究科　　　教授　篠原　久典　氏

・ 講演2　「光触媒による環境浄化とクリーンエネルギー創製  
　　　　　　～高機能な可視光応答型酸化チタン光触媒の開発による新展開～」

大阪府立大学　大学院工学研究科長（工学部長）　　　教授　安保　正一　氏

・ 講演3　「ナノ組織制御材料：ナノコンポジット磁石」
日立金属株式会社　磁性材料研究所　　技師長　広沢　　哲　氏

・ 講演4　「電子線ホログラフィーによる磁性体材料・半導体デバイスの機能解析」
財団法人ファインセラミックスセンター　ナノ構造研究所　　　所長代理　平山　　司

２００８年度賛助会員懇談会
（特別・普通合同）開催

　平成２０年１０月１５日（水）名古屋国際会議場にお
いて、２００８年度賛助会員懇談会を開催しました。
　野嶋理事長の挨拶、種村専務理事のセンター現況報
告の後、特別講演として、名古屋市立大学　香坂　玲　
准教授より、２年後に愛知県名古屋市で開催されるこ
とになった「生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯ
Ｐ１０）について」をご講演いただき、理解を深めても
らいました。
　また、会員相互の情報交換と異業種交流の場として、
ランダムなグループごとに昼食を取りながら懇談を行
い、有意義な意見交換が行われました。

第１８回企画運営委員会を開催

　ＪＦＣＣの研究運営について、ご審議、ご意見をいた
だく企画運営委員会を開催しました。
　また、委員会の開催前には新規導入設備「走査透過電
子顕微鏡」の見学会を行いました。
　委員会では、最近の活動状況報告と新規国プロジェ
クトの紹介をした後、多数の貴重なご意見をいただき
ました。

岸輝雄氏による基調講演



独自に開発した位相シフト電子線ホログラフィにより高
分解能かつ高精度な無収差原子像を得る技術を確立

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1
電子線ホログラフィによる原子構造像の再生とTEM収差補正

電子線ホログラフィは、TEMのレンズ収差を補正することができるが、ホログラム（電
子波干渉縞）を撮影する際に空間分解能と計測精度が大きく制限されてしまい、良
質な像が得られなかった。

背 景

技術の
ポイント

基礎
研究

空間分解能と計測精度を同時に向上可能な位相シフト電子線ホログラフィ法を用
いて、通常のTEMでは分解できない原子構造像を得、半導体材料評価に重要な結晶
構造の極性判定に応用する。

目 的

成 果

達成度

図1. 電子線ホログラフィで再生された振幅像と強度分布 図2. 計算機シミュレーション像

今後の展開
結晶構造の正確な
評価に寄与

電子線ホログラフィにより、高
分解能、高精度な無収差原子構
造像を再生する手法を確立

謝　　辞 ： 日本学術振興会特別研究員事業の一環として実施したものである。

参考文献 : K.Yamamoto, M.R. McCartney, D.J. Smith, Ultramicroscopy (Submitted)

（1）高い干渉縞コントラスト（65%）が得られる条件で撮影した多数枚のホログ
ラムを位相シフト再生することにより、高分解能かつ高精度な無収差原子
構造像を得ることができた。

（2）HgCdTe単結晶構造の極性を正確に判定することができた。

TEMの空間分解能以下の原子構造を評価することに成功

4
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高配向CNT薄膜電極をより高性能なものにする
白金ナノ粒子担持擬似容量の付与技術の開発

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2
高配向CNTを薄膜電極に応用した電気二重層キャパシタ

電気二重層キャパシタは、アシスト電源として高容量・高出力が期待されている。し
かしながら現行の活性炭電極を上まわる新規な電極材がなかなか見出されていない。

背 景

技術の
ポイント

応用
研究

SiC表面分解法で合成された高配向CNT薄膜電極はグラファイト層の導電性パスを
持ち内部抵抗が非常に小さいので高出力の特徴を示す。さらにこの薄膜電極の静電
容量を飛躍的に向上させる技術を開発する。

目 的

成 果

達成度 ・ 薄膜電極 ： CVD-SiC薄膜基板の表面分解法により合成されたCNT電極〔1〕

・ 実験条件 ： 電解液硫酸水溶液、2極セル〔2〕　・ 評価特性 ： 定電流充放電

　図1.　ＣＮＴ薄膜電極の放電特性 図2.　高配向CNT先端近傍に析出した白金ナノ粒子

今後の展開 安価な高性能キャパ
シタ薄膜電極の実現

廉価な粉末SiCを表面分解して合成
された粉末CNTの薄膜電極への応用

謝　　辞 ： 本研究は、中部電力(株)からの委託研究として実施したものである。

特　　許 : 〔1〕M.Kusunoki,M.Rokkaku,andT.Suzuki:Appl.Phys.Lett.71,2620(1997).　
　　　　　〔2〕H.Kato, et al. : The 34th  Fullerene-Nanotubes General Symposium　1P-13(2008).

SiC表面分解法で合成された高配向CNT先端近傍に白金ナノ粒子を電気化学的
に析出させ、この白金ナノ粒子を陽極酸化させる。この手法により電気二重層キ
ャパシタ薄膜電極に擬似容量を付加させ、静電容量を4倍以上に向上させること
に成功した
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Japan Fine Ceramics Center

高電界における電界誘起ひずみの測定

　圧電材料に高電界を印加して使用するハイパワー応用が、各種の圧電アクチュエータや位置決めデバイスなどで拡
大しています。しかし、それらの部品設計に必要な圧電定数を実使用条件で計測できず、正確な部品設計ができないこ
とが問題でした。
　昨年、高電界における電界誘起歪みを測定して圧電定数を計測する方法がJIS制定されました(JIS R 1682:2007)。
JFCCがこの標準化を推進しましたので、当該の測定技術を所有しています。

JFCC評価技術紹介JFCC評価技術紹介

概要

　装置校正のための比較試料を複数用意しています。比較試料は、測定値とその許容範囲を添付したものです。希望者
にはお貸します。

精度の検証

　本測定技術は、経済産業省およびNEDOの基準認証研究開発事業「アクチュエータ用圧電材料の特性試験方法の標準
化」で開発したものである。

謝辞

測定方法

測定装置の構成例 電界－ひずみ曲線

　JFCCでは、優れた研究者と技術者のスタッフが一体となって獲得した特徴あるシーズ技術と多くの材料評価技術
を所有しています。その一部を紹介します。

○電極を裏表に形成した板状試料に、周波数0.1～1Hzのゆっくりした交流電界を印加します。
　印加電界は0～2MV/mの範囲。

○印加電界とひずみ量の関係を、電界－ひずみ曲線として測定します。
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Japan Fine Ceramics Center

　ＪＦＣＣでは、高性能な各種研究設備を保有し、原料から焼結・加工まで、また基礎から応用まで一貫した体制で研
究開発を行っています。これらの試験研究設備を広く皆様にご利用いただくため、ＪＦＣＣでは「機器利用制度」を設
けています。そこで、皆様にご利用いただける設備を紹介いたします。

電子ビーム（ＥＢ）－ＰＶＤ装置

　酸化物などの高融点セラミックスをコーティングするための電子ビームＰＶＤ（ＥＢ－ＰＶＤ）装置です。
　国内最高の出力１５０ｋＷの電子銃を装備し、電子ビーム出力、基板温度、基材回転速度、酸素分圧などの成膜パラ
メータを精密制御することにより、従来手法の１００倍以上の堆積速度での成膜とナノ構造制御を両立できるコーティ
ング装置です。

・電子銃

・蒸着源

・基板サイズ

・基板加熱温度

・基板回転速度

・到達真空度

： 最高出力150ｋＷ

： 2基（φ63ｍｍ　１基、φ40ｍｍ　１基）

： 最大φ100ｍｍ×200ｍｍ Ｌ， 5ｋｇ以下（基板保持用治具含む）

： 最高1100℃

： 0～30ｒｐｍ

： 10-4Ｐａ以下

JFCC保有設備紹介JFCC保有設備紹介

特徴

主な仕様

　本装置では、ジルコニアなどの高融点の酸化物セラミックスを１分間に数μｍ程度（材料種による）の堆積速度でコー
ティングすることができます。膜厚や構造を精密に制御できるため、熱遮蔽コーティングなどの耐熱・耐環境分野だけ
でなく、電極、触媒、センサーなどの高温機能性分野にも適用可能です。

用途

装置全体 成膜室内部
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1 耐熱性水素分離無機膜とその製造方法 2002-224649 2007.4.13 3943460

発明名称 共願人 出願番号 登録日 登録番号

2002.8.1

出願日

トヨタ自動車（株）

2 低密着性材料、樹脂成形型及び防汚性材料 2006-017335 2007.6.22 3974152（株）TOWA

3 低密着性材料及び樹脂成形型 2004-90894 2007.8.10 3996138（株）TOWA

4 六方晶フェエライト焼結体の製造方法 2001-251676 2007.10.12 4025521北川工業（株）

5 高温安定遷移形アルミナ及びその製造方法 9-94896 2007.11.9 4036499

6 メソポーラスな分子ふるい材料の製造方法 9-291303 2007.11.9 4036937日本合成ゴム（株）

7 金属層を有する量子構造を備えたSi系
半導体デバイスおよびその製造方法

2001-330804 2008.2.1 4073197トヨタ自動車（株）

2006.1.26

2004.3.26

2001.8.22

1997.3.28

1997.10.23

2001.10.29

8 シリコン部材の接合方法及びシリコンデバイス 2001-360928 2008.2.29 4088438トヨタ自動車（株） 2001.11.27

9 光触媒体及び窒素酸化物の処理方法 2002-079109 2008.3.14 4094874
トヨタ自動車（株）
（株）豊田自動織機

2002.3.20

10 非晶質シリカ多孔質材料の製造方法 2002-208783 2008.3.21 4099360トヨタ自動車（株） 2002.7.17

2007年度特許登録実績 （2007/4/1～2008/3/31）

* 本件に関するお問い合わせ先：研究統括部　佐野　茂　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　052-871-3500（代）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　052-871-3599
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail : sano@jfcc.or.jp
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Japan Fine Ceramics Centerナノ構造研究所ニュースナノ構造研究所ニュース

下記の予定で、第２回ナノ構造研究所講演会を開催いたします。今回は、電子顕微鏡内において、試料環境（ガス雰囲
気、加熱、応力、電磁場）を制御しながら観察を行う「環境制御型電子顕微鏡」に関わる研究を特集します。

1．　第2回ナノ構造研究所講演会を開催いたします。

日時　2009年1月30日（金）　13:05～18:00
場所　財団法人ファインセラミックスセンター　研修室

参　加　費　：無料
申 込 方 法 ： 申込書（ホームページから入手できます http//www.jfcc.or.jp/26_event）に参加者氏名、団体名、
　　　　　　見学会参加希望の有無、e-mailアドレスをご記入いただき、FAXまたは電子メール添付にて下記にお申し
　　　　　　込み下さい。
お問合わせ先 ： （財）ファインセラミックスセンター　ナノ構造研究所
　　　　　　　TEL 052-871-3500　FAX 052-871-3599
　　　　　　　佐々木優吉（e-mail：sasaki@jfcc.or.jp）、木村糸美（e-mail：i_kimura@jfcc.or.jp）

プログラム

13：05 ～ 13：10　　挨　　拶

13：10 ～ 13：25　　ナノ構造研究所紹介 JFCCナノ構造研究所 所長代理　平山　　司

13：25 ～ 14：05　　環境制御・透過電子顕微鏡 ： 現状と展望

大阪大学大学院理学研究科 教授　竹田　精治　氏

15：10 ～ 15：50　　応力下における変形・破壊過程のその場観察

JFCCナノ構造研究所　客員主管研究員（東大教授） 幾原　雄一

15：50 ～ 16：30　　ナノ金触媒の環境セル電子顕微鏡による反応中動的観察

名古屋大学工学研究科　助教　川　　忠寛　氏

16：30 ～ 17：10　　微小試料への電圧印加を伴う電子線ホログラフィーによる半導体デバイスの電位分布解析

17：10 ～ 18：00　　見学会／コーヒーブレイク

JFCCナノ構造研究所 所長代理　平山　　司

14：05 ～ 14：45　　酸化チタン触媒ナノ材料のその場、収差補正および3次元電子顕微鏡観察

14：45 ～ 15：10　　コーヒーブレイク

名古屋大学エコトピア科学研究所　教授　田中　信夫　氏

主な仕様
○ 電界放出型電子銃を搭載

○ 球面収差補正装置を搭載

○ プローブ径 ： 0.07nm 以下

○ 空間分解能 ： 0.1nm 以上

○ 高感度明視野検出器を搭載

○ 高感度環状暗視野検出器を搭載

○ 明視野と暗視野は同時に検出可能

ナノ構造研究所は、新規電子顕微鏡導入計画に沿って2008年度に高分解能STEMを導入致しました。主な装置仕様
は下記に示す通りであり、原子カラム分解能で構造観察、組成・状態分析が可能です。

2．　高分解能走査透過電子顕微鏡（STEM）の導入

収差補正STEM
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　ＪＦＣＣの材料技術研究所・ナノ構造研究所の各研究部を、部長へのインタビュー形式によりにご紹介いたします。
第４回は材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部です。

材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部

研究グループ紹介研究グループ紹介

　部の名前を直訳すれば「電子材料」になります。しかし、対象とする研究
範囲は広くて、パソコンや携帯電話に使われる電子セラミックス、液晶ディ
スプレイに使われる透明導電膜、自動車・電力設備に使われる大電力デバ
イス、さらには光学材料も対象としています。これらはファインセラミッ
クス産業で総生産額の６割強を占めている非常に重要な分野です。その他、
カーボンナノチューブ、非破壊検査、焼結シミュレーションにも取り組ん
でいます。このような研究を行うため、原子レベル制御での薄膜作製技術、
光学的特性評価技術、圧電性・誘電性評価技術などを基盤技術としてグルー
プで共有しています。
　部のメンバーは、セラミックス・無機材料出身は少なく、物理・電子・金属
と幅広い分野の出身者が集まっています。多様な知識を持つ研究者が協力
するので、セラミックスに新しい機能を見出すことができるのだと思いま
す。

エレクトロ・マテリアル部の紹介をお願いします。

　確かに企業の研究開発は活発です。構造材用セラミックスはわりとオープンでＪＦＣＣや他の企業も一緒になって
国プロジェクトに加わって開発するということがありますが、電子セラミックスは企業独自のノウハウなど秘密にし
たいことも多く、内部に囲いこんでしまう傾向にありました。しかし、競争が激しくなってくるとそういうことも言っ
ていられず、優れたものがあれば外の技術を使おうという企業が増えてきました。ＪＦＣＣの開発した新材料や評価
技術はそこで活用していただけると思います。

電子セラミックスは競争の激しい分野であり、企業や大学などの研究開発も活発です。
その中でＪＦＣＣの役割はなんでしょうか？

部長　主幹研究員
柴田　典義

　カーボンナノチューブ（ＣＮＴ）に関する研究成果が、この半年の間に２回新聞に記事が掲載されました。１つは、Ｓ
ｉＣ粉末の表面にＣＮＴを形成した粒子を樹脂中に均一分散し、それをプラスチックへ薄膜塗布する技術を開発した
ことです。この薄膜を塗布するとプラスチックの表面硬度が向上し擦り傷ができにくくなるため、自動車用ガラス代
替プラスチックへの適用が期待されます。もう１つは、ＣＮＴ膜が半導体デバイス用放熱基板に応用できることを見
出しました。これらはいずれも企業、大学との共同研究の成果です。新聞掲載のあと多くの企業の方からの引きあいが
ありました。
　また、太陽光に近い白色発光スペクトルを持つ蛍光材料を開発しました。太陽光の白色は可視光全域の連続スペク
トルです。しかし、現在使われている白色ＬＥＤや蛍光灯による白色は、青と黄色のスペクトルを混合して作られてい
ますので、本来の白とは違うのです。これだと特に赤色を正確に見ることができません。皆さんも洋服を買いに行った
時、店内で見る服の色合いと外で見たときの色合いが違う、ということを経験したことがあるかと思います。これは今
述べた理由によるためです。新しく開発した材料は、太陽光線と同様に可視光全域で発光する性質を持っているので、
より自然光に近い光を出すことができます。まだ基礎研究段階で量産性等課題はありますので、企業の方で興味を持っ
ていただければ、ぜひ共同研究をさせていただきたいと思います。

最近のトピックスはありますか？
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　これまで広い範囲の研究を行ってきましたし、多くの評価技術も持っています。そのため様々な分野でご相談に乗
れると思います。できるだけ協力いたしますので、気楽にお声をおかけください。
　また、企業の方々には、我々の成果をぜひ使っていただきたいと思います。ＪＦＣＣ自体は生産活動をしないので、
しがらみがありません。なによりも、企業への支援を通じて社会貢献するというのがＪＦＣＣの第一義的なスタンス
です。受託研究や共同研究、また外部資金を使うこともできますので、ぜひご活用して下さい。

企業の方にはどのように活用していただきたいと思いますか？

　いわゆる電子セラミックは範囲が広いので、外部からのニーズも広範囲にわたります。できるだけ広いニーズに答
えたいということで技術的に浅くなる傾向がありましたが、今後は分野を絞って特徴のある技術をいくつか育て、世
界的に競争力があって世の中に使われるような新しい材料を開発していきたいと考えています。そのためには、もの
づくりだけではなく分析技術にも注力し、またナノ構造研究所と共同して「合成・分析・計算」の共同作業から新しいも
のを生み出したいと思います。
　新しい製品が世の中に出て、その元をたどってみるとＪＦＣＣ発だった、と言えるようなものをひとつでも多く作
り出していくというのが、目標であり存在価値です。
　また、材料開発だけではなく、皆さんの役に立てるような評価技術を持つことは勿論大事ですので、電波吸収測定技
術、非破壊検査技術、赤外線放射率測定技術なども力を抜かないようにします。

今後の目標は？

　繰り返しになりますが、なによりもＪＦＣＣをぜひご活用頂くようお願いします。
　話は変わりますが、薄膜結晶成長および評価技術の専門研究者を募集しています。意欲があり、研究者として独立し
てやっていける若手の方に来ていただきたいと思っています。

最後に一言。

　エレクトロ・マテリアル部のメンバーと担当分野はＪＦＣＣホームページに掲載しています。これまでの研究成果
も掲載していますので、ぜひご覧ください。
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職員紹介職員紹介

　平成20年6月から、ＪＦＣＣに勤務することになりました百瀬と申します。
この年の3月に名古屋市役所を退職し、私にとって「第2の人生」をスタートす
る職場となりました。
　一人ひとりの人生は様々です。私たち個人の命の存在は、宇宙に広がる星
屑の一つかも知れません。また、とうとうと流れる大河の一滴かも知れませんが、人類が創出されて以来、私というも
のは私しかいません。これからの未来社会においても、私そのものは生まれてこないと思います。人間が生きることは、
私は私しか未来永劫いない・・・すなわち、唯一無二の存在であり、すばらしいことです。
　私たち一人ひとりは、それぞれ人類というリレーチームの走者であり、その走る距離は、その人の寿命があって残念
ながら平等ではありません。だが、与えられた距離は、全力をあげて未来の走者にバトンを渡すまで走らねばなりませ
ん。速い走者、遅い走者、時にはつまずいたりバトンを落としたりする走者もいます。それが人生というものではない
でしょうか。一度きりの人生、悔いのないよう生きたいものです。
　日本の経済が低迷する中、昨年秋に日本人4人のノーベル賞受賞者が誕生し、日本中が喜びに湧きました。とりわけ
今回受賞された、南部陽一郎さん、小林誠さん、益川敏英さんの3人は、物理学賞であり、材料技術・ナノ構造を研究する
ＪＦＣＣも大いに関係があり、身近に感じた出来事でした。3人の受賞者に共通しているのは、研究の成果が認められ
るまでの期間が、大変長く、「小林・益川理論」は、36年前の発表と聞き、基礎学問の息の長さ、大切さを改めて認識しま
した。
　ＪＦＣＣの役割を考えてみると、基礎科学の研究も重視しながら、現実をみつめ、成果主義、応用主義に考慮した事
業展開をしなければならないのが現状のようです。将来、ＪＦＣＣの研究者の中からも、ノーベル賞受賞者が出ること
を期待しております。
　今後とも皆様からご指導いただき、ＪＦＣＣの発展を共に歩んでまいりたいと存じます。よろしくお願い申し上げ
ます。

　2008年4月1日付けで嘱託採用頂きました上田太郎です。現在、材料技術研
究所、エンバイロンメンタル・マテリアル部に所属し、ガスセンサ、固体電解質、
光触媒に関する研究に従事しております。
　学生時代は固体電解質ガスセンサの研究を行ってきました。安定化ジルコ
ニア(YSZ)と酸化物検知極を組み合わせた自動車排ガス用センサの検知極材料、素子の作製方法や作動方法を被検ガ
スに最適化することにより、感度、選択性、耐久性に優れるガスセンサを開発するものです。実際に窒素酸化物(NOx)や
炭化水素(HCs)の個別検出が可能なセンサを報告することができました。
　出身は大分県大分市で、大学時代を福岡県で過ごしましたので、九州出身です。とはいいましても、大してお酒に強
くないのが自分としても残念なところです。名古屋という地理的に中心の都市で暮らすことになりましたので、これ
まで行きにくかった場所を訪ねてみたいと思っています。
　入所して半年経ちますが、皆様に暖かく迎えて頂いていますおかげで、新鮮な毎日が過ごせております。今後ともど
うぞ宜しくお願いします。

財団法人ファインセラミックスセンター
理事　　百瀬　昭

材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部
上田　太郎

「一人ひとりの人生」
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Revealing electronic properties of materials using off-axis electron 
holography
I received the B.E. degree in electronic materials engineering in 1998 from 
Gyeongsang National University in Jinju, Korea. I continued my study in materials 
science and engineering at Gwangju Insitute of Science and Technology, 
Gwangju, Korea and received the M.S. degree in 2000. After working as a 
research associate at Information and Communications University in Daejeon, Korea for about two years I went to the 
United States and started my Ph. D. study in materials science and engineering at Arizona State University under 
supervision of Prof. Martha R. McCartney and David J. Smith. Dopant profiling in semiconductor devices using off-axis 
electron holography had been studied during my Ph. D. study. After receiving the Ph. D. degree in 2007, I have joined 
Nanostructures Research Laboratory in January, 2008 to broaden my horizons on in situ electron holography to reveal 
electronic properties of materials.

ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部
Myung-Geun Han

　2008年度4月1日付けで嘱託採用していただきました釘宮一真です。現在、
マルチ断熱セラミックスプロジェクトにおいて透明多孔質セラミックス技
術の開発およびセラミックス粒子や透明多孔質材など開発材の熱伝導率測
定に従事しております。
　私の研究経歴は岡山大学における金属-セラミックス複合材料にはじまり、
京都大学では主に薄膜の光学特性や磁気特性に関する研究を行ってきました。
キャリアとバックグランドの異なる複数の先生方から多くのことを学ぶことができたことは、何物にも代え難い貴重
な経験であったと思っております。この経験をもとにフロンティア・スピリットとセレンディピティを大事にして、しっ
かりと出口を見据えた基礎研究、応用研究に積極的に取り組んで行く中で実績を築いていきたいと考えております。
　今後もヒヨコの研究者から一人前の研究者になるべく精一杯努力し、センターおよび関連研究機関または企業の方々
の温かい支援をいただきながら、当該分野の一流の研究を目指し元気に明るく創造的な研究活動に励みますので、今
後ともご指導ご鞭撻のほどをよろしくお願い申し上げます。

材料技術研究所　断熱セラミックスＰＪ
釘宮　一真

　2008年8月1日付けでナノ構造研究所のナノスコピー・シミュレーション部
に嘱託採用していただきました浅香透と申します。どうぞよろしくお願いい
たします。現在、電子・磁性材料の電子線ホログラフィーおよびローレンツ電
子顕微鏡法による研究に従事しております。
　これまで、一貫して透過型電子顕微鏡による材料研究を行ってきましたが、
特に磁性材料や電子材料の物性を透過型電子顕微鏡で可視化することに興
味をもち研究を進めてまいりました。JFCCに着任してからは、今まで私自身扱っていたような電子・磁性材料が工業
的に高性能化すると環境問題に対しても貢献できるということを知るなど、これまではあまり意識してこなかったこ
とについて毎日、教えられ、広い視野をもって研究を行うことを学んでおります。今後も勉強を怠らず、JFCCに貢献で
きたらと思います。
　名古屋もJFCCも奥が深く、まだまだ分からないことだらけで、ご迷惑をお掛けすることも多々あるかと思いますが、
ご指導、ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部
副主任研究員待遇　　浅香　透
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第６９回応用物理学会学術講演会 併設 理化学・計測機材展に出展しました

　９月２日（火）～５日（金）に中部大学で開催された、「第
６９回応用物理学会学術講演会併設　理化学・機材展」
に出展しました。ＪＦＣＣブースでは、ナノ構造研究所
とＪＦＣＣの物性評価技術についてのポスター展示を
行い、４日間で約４０００人の来場の中、多くの方々に
お立ち寄りいただきました。また、同時に開催された「博
士のキャリア相談会」にも参加し、ポスドクの方々の就
職相談をお受けしました。

中経連テクノフェアへ参加しました

　１０月８日（水）に名古屋栄ビルディングで開催され
た、「中経連テクノフェア２００８　技術シーズ展示会」
に出展しました。“中経連会員企業および大学、産業界
などのシーズ・ニーズの出会い”を目的に行われたこの
展示会では、ナノ構造研究所の研究進捗状況、ナノ表面
機能評価装置・ＥＢ－ＰＶＤ装置、SiC粉末からのカー
ボンナノチューブ生成等のシーズを、サンプル展示を
含め紹介いたしました。

韓国ファインセラミックスセンター（ＫＦＣＣ）、
韓国江陵科学産業団地との協力協定締結

　１１月１９日、韓国江陵にてＫＦＣＣ、韓国江陵科学
産業団地（ＫＦＣＣの上部組織）と技術的交流を目的と
した協力協定を締結しました。この協定により研究員
の交流、科学技術情報の交換、共同研究実施の交流が推
進されます。この協力協定締結は韓国窯業技術院、フラ
ンス国立工業セラミックス学校及び付属機関（リモージュ）、
中国科学院上海ケイ酸塩研究所に続く、４番目の協定
となります。なお、１２月には中国科学院広州エネルギー
研究所との間でも協力協定を締結しました。

写真左より　JFCC種村専務理事・江陵市長Choi Myeong-Hee 氏・
　　　　　　KFCC団長 Park Sang-Yeup 教授
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９月１５日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　副主任研究員待遇

９月３０日付
　退職（定年）
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部　主任研究員

１０月１日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部　参事
　　材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部　主任研究員待遇

１１月１日付
　職員採用
　　事務局

苗　　　蕾

東田　　豊

東田　　豊
松田　哲志

神野　隆司

人の動き
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○　World　Academy of Ceramics　　　　Academician
　　受賞者　　：　田中　功（JFCC　客員主管研究員・京都大学　教授）
　　受賞理由　：　セラミックスの文化、科学、技術、工業、芸術の進展に対する、世界的に著名な貢献

○　The American Ceramic Society　　　　Fellow of The Society
　　受賞者　　：　田中　功（JFCC　客員主管研究員・京都大学　教授）
　　受賞理由　：　セラミックス材料分野の研究においての優れた功績および発展に対する貢献

○  The American Ceramic Society　　　　Ross Coffin Purdy Award
　　受賞者　　：　佐藤　幸生（JFCC　客員研究員）
　　受賞理由　：　”Atomic Structures and Electrical Properties of ZnO Grain Boundaries”が
　　　　　　　　2007年度のThe American Ceramic Societyの出版物の中で最も価値ある文献と評価

○　社団法人日本セラミックス協会　標準化委員会および原料部会　　　　貢献賞
　　受賞者　　：　鈴木　佐知子
　　受賞理由　：　日本セラミックス協会規格「JCRS111ファインセラミックス用窒化けい素微粉末中の
　　　　　　　　 環境影響成分の化学分析方法」の作成に貢献

○　中部電力株式会社　　　　技術研究開発社長賞
　　受賞者　　：　河合　孝文
　　受賞理由　：　「IH高温過熱水蒸気発生システムの開発」への貢献

表　彰

事業案内事業案内

日時　：　２００９年２月１８日（水）～２月２０日（金）　１０：００～１７：００
場所　：　東京ビックサイト　東３，４，５，６ホール
JFCC出展ブース　：　東４ホール　Ｂ－４４
関連ＵＲＬ　：　http://www.nanotechexpo.jp

nano tech 2009 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議に出展します

　２００９年２月１８日（水）から３日間、東京ビックサイトで開催されるnano tech 2009 国際ナノテクノロジー総合
展・技術会議にJFCCブースを出展します。JFCCの最新の研究成果を発表いたしますので、皆様ぜひお越しください。
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事業案内事業案内

ＪＦＣＣニュース第９３号　　発行日　２００９年１月１日
　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）ファインセラミックスセンター　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（０５２）８７１－３５００（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp
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１　会期・会場：２００９年４月８日（水）～１０日（金）有明・東京ビッグサイト（東展示ホール）
２　入場料：　１，５００円（招待券持参者・事前登録者および学生は無料）
３　内容
　　テーマ：セラミックス基盤技術の蓄積と最先端領域へのチャレンジ
　　　　　　環境・エネルギー、自動車、電気・情報通信・・・

　・ 原材料、製造装置、応用システムなどを一同に展示し、各社のビジネスを促進
　・ 注目される需要業界にスポットをあてた最新市場動向を探り、新規市場開拓に向けての将来を展望
　・ 大学・研究機関と企業との交流の場、また学生、若手研究者を来場誘致し、情報交換の場も企画
　
４　主催者：（財）ファインセラミックスセンター、（社）日本セラミックス協会、
　　　　　　（社）日本ファインセラミックス協会、フジサンケイビジネスアイ
５　問い合わせ先：（株）シー・エヌ・ティ　TEL 03-5297-8855
　　　　　　　　　公式ホームページ  www.cnt-inc.co.jp/ceramics

＊ 参加要項等詳細は下記JFCCホームページをご覧ください。

http://www.jfcc.or.jp/26_event/index.html#08school

「国際セラミックス総合展２００９」開催案内

　わが国唯一のセラミックス専門展示会として、「国際セラミックス総合展２００９」を下記のとおり開催します。セ
ラミックス業界の今後の指針となる技術情報を提供し、市場開拓、産学交流の場を創出します。是非、ご来場ください。
　なお、「センサ総合展」、「総合試験機器展」、「総合検査機器展」が同時開催されます。

中堅・中小企業向けファインセラミックススクールのご案内

　中部科学技術センターが実施する中部イノベーション創出共同体「提案型連携構築事業」に、名古屋工業大学セラミッ
クス基盤工学研究センター、愛知県産業技術研究所瀬戸窯業技術センター、岐阜県セラミックス研究所、産業技術総合
研究所中部センター、ＪＦＣＣの５機関が連携して参加し、「ファインセラミックス関連試験・研究機関の連携補完に
よる中堅・中小企業高度化支援のための基盤整備事業」を実施することとなりました。
　参加機関それぞれの持つ得意分野や活用方法等の相互勉強会、施設見学会等を、中部地域の中堅・中小企業の開発担
当者をはじめ、ファインセラミックス関連機関の窓口担当者・技術者、他の公設試、研究機関を対象にシリーズで開催
しています。ぜひご参加ください。

１月１４日（水） 9:50～16:30
電子顕微鏡スクール

開催場所 開催日時内容

ファインセラミックスセンター １月１５日（木） 10:00～16:30

終了しました。依頼試験

終了しました。共同研究紹介　他名古屋工業大学　セラミックス基盤工学研究センター

１月２３日（金） 13:30～15:30依頼試験愛知県産業技術研究所　瀬戸窯業技術センター

１月２７日（火） 13:30～15:30依頼試験岐阜県セラミックス研究所

終了しました。
ファインセラミックスの
評価計測技術講演他産業技術総合研究所　中部センター


